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要約

子守帯 を用 いたおんぶ を家庭科教育 の体験的学習の教材 として開発するこ

目的 と し、ここでは、将来、子育て世代 とな るであろ う大学生を対象 にお んぶ

だつこに関す る経験や考え方についてのアンケー ト調査か ら、そ の必要性 につ

検討 を行 った。その結果、大学生には概ね 自分 自身がおんぶ を しても らつた記

あ り、自分 の子育て にもおんぶ を取 り入れたい と考えていることがわかった。

一方で、お んぶ を 目にす る機会やおんぶ をす る機 会は、だっ この場合 に比べて

なかった。また、おんぶ をす る機会があった者で もその相手 と して「実習 中に

った園児」が多 く挙 げ られたことか ら、学校教育でその場 を提供 しなけれ ばお

をする機会はなかったことが示唆 された。 これ らの ことか ら、将来、子育てに

組むで あろ う世代には子育てに直面する前に、子守帯を用いたお んぶ ができる

家庭科教育の中で教える必要性 があ ると考え られ た。
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1.は じめに
(1)目 的

近年 、少子高齢化や女性の就 労の増加 を うけて様々な子育て支援が行われ るよ う

になった。例 えば、赤 ちゃん訪問事業や産後ヘル プ事業、子育てサポー ト事業 など

の行政 サー ビスがあ る。また、待機児童対策には高い関心が寄せ られている。その

一方で、授 乳やおむつ替 え、だ っこやおんぶ といつた子育てに関わる生活行為 ひ と

つひとつが注 目され ることは少 ない。

従来、子育てに関わ る生活行為 は幼 い頃か ら見聞きする、親世代 か ら教わ るな ど

によって伝 えられて きた と思われ るが、少子化や生活様 式の変化 によってそ うした
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場が少な くなった と感 じられ る。その隙間は助産師や保健師、看護師等による育児

指導によつて補われていると考えられ るが、十分な指導を受けることができないま

ま子育てをスター トせ ざるを得ないことも少な くないのが現状であろ う。こ うした

ことか ら、将来の子育てを担 う若者世代 に対 して、彼 らが子育てに直面す る前に、

子育てに関わる「技」を身に付け られ るよう支援 してい くことが必要であると考え

られた。

そ こで、本研究では子 どもと接す る機会が少なくてもイメージ しやす い上に、子

どもと接 しなが らも両手で他 の家事ができるとい う利点を持つおんぶに注 目し、子

守帯を用いたおんぶ を家庭科教育の体験的学習の教材 として開発す ることを 目的

とした。ここでは、将来の子育て世代 となる大学生を対象 としたおんぶ及びだっこ

に関す る経験な どについてのアンケー ト調査か ら、その必要性 について検討 を行 っ

た。

(2)高 等学校学習指導要領 における家庭科・ 保育領域の内容
高等学校学習指導要領の 「各学科 に共通す る各教科『 家庭』」には、現在、家庭

基礎、家庭総合、生活デザイ ンの 3科 目がある。いずれ も保育領域に関す る内容

があ り、「子 どもを生み育てることの意義を考えさせ る」 1)や 「子 どもの発達の

ために親や家族及び地域や社会の果たす役割 について認識 させ る」
1)と 記載 され

ている。すなわち、子 どもについて考 えさせ ることが中心であ り、子育ての技を

習得 させ るものではない。また、「主 として専門学科において開設 され る教科『 家

庭』」にも「子 どもの発達 と保 育」、「子 ども文化」の科 目があるが、その内容の取

扱いとして 「実際に子 どもと触れ合 う学習ができるよ う、幼稚園や保育所 、認定

こども園及び地域の子育て支援関連施設な どとの連携 を十分に図ること」 2)と 記

載 されている。子 どもと 「触れ合 う」 ことを念頭に置いて指導することが求めら

れてお り、子育てに関わる生活行為を見せた り、その技を習得 させた りす るため

のものではない。

2.方 法
(1)ア ンケー ト調査
1)調 査方法
ア ンケー トは 2014年 10月 ～ 11月 に、質問紙調査法の うちの集合調査法 (自 記式 )

で行 った。アンケー トの実施手順 は、調査前 に、調査 目的や プライバ シーの保護等

について 口頭及び書面で説明 を行 った上で、同意が得 られた者 のみに実施 した。調

査 に要 した時間は約 20分 であった。

2)調 査対象者
対象者 は A大 学の 2～ 3年 生で、 この うち 115名 か ら回答 を得 た。

3)調 査内容
主な調査内容は 「幼い頃のおんぶに関す る経験」についての項 目、「過去 1～ 2年

におんぶ を 目に した経験 」についての項 目、「将来の子育て とおんぶ に関す る考 え

方」についての項 日である。 なお、比較 のた め、「だつ こ」について も同様 に調査
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した。

また、おんぶ をす る際に用いる道具には「子守帯」、「おんぶ紐」、「おんぶ帯」、「ベ

ビーキャ リー」な ど様 々な呼称があるが、統一 されていない。そ こで、ここでは「補

助具」と表記 した。さらに、おんぶ及びだっこ補助具の様式については調査対象者

のすべてが理解で きるものではない と考 え、先行研究
3)を 参考に、イ ラス トを表

示す ることで補足 した。 このイラス トを表 1及 び表 2に 示す。

表 1 おんぶ補助具の様式 表 2 だっこ補助具の様式

(2)検定方法
Exce1 2010を 用い、分割表による χ!検 定を行 った。

3.結果
(1)調査対象者 の属性
1)性 別

図 1に 調査対象者 115名 (男 性 36名 、女性 79名 )の 性別割合を示す。平均年齢
は 19.8歳 であった。

2)出 身地

図 2に 調査対象者 115名 の出身地割合を示す。なお、各地区は愛知県の 「市区町

村別推 計人 口と世帯数」
4)を 参考に割 り振 りを した。表 3に 地 区の割 り振 りの内

訳 を示す。 この結果、西三河地区が最 も多 く 38%、 次いで愛知県外が 24%、 東三

河地区が 14%と なった。

:長
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表 3 地 区の割 り振 り

地 区名 該 当する市

西 尾 張 ― 宮市 、津 島市 、稲 沢市 、愛西 市 など

北東尾張
瀬 戸市 、春 日井市 、大 山市 、江南 市 、小 牧市 、尾張旭 市 、岩倉 市 、豊 明

市 、日進 市 、清 州市 など

名 古屋 市

知 多 半 田市 、常 滑市、東海市 、大府市 、知 多市など

西
=河

岡崎市 、碧南市 、刈谷市 、豊 田市 、安城市 、西尾市、知立市 、高浜市など

東 三 河 豊橋 市 、豊 川市 、蒲 都市 、新城 市 、日原市 など

(2)幼 い頃のおんぶ及びだつこについて
1)お んぶ又はだつこをされた記憶の有無
「幼い頃におんぶ又はだっこをされた記憶 の有無」を尋ねた。図 3

おんぶ、だっこともに約 80%が 「ある」 と答えた。

に結果 を示す。

おんぶ

だっこ

0% 20%1          40%          60%          80%         100。 ,

■ある Fない

幼 い頃におんぶ又はだっこを された記憶 の有無図 3

2)お んぶ又はだ っこを して くれ た人物
「主におんぶ又はだつ こを して くれ たのは誰だった と思 うか」 を尋ねた。 図 4に

結果を示す。おんぶ を して くれた主な人物 と して「母親」が 38%、 「父親」が 36%、

「祖 母」が 16%で あった。 おんぶは 「母親」以外 の人物 によって行われた印象をも
つていることが示 され た。これ に対 し、だ っこを して くれた主な人物 として「母親」

が 71%を 占めた。

おんぶ

だっこ

0%         20%         40%         60%         80%

■母親 難父親 ■祖母 黎祖父 ■兄姉 魯おじ・おば 露その他

図 4 おんぶ又はだつこを して くれ た主な人物

100,|
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3)お んぶ又はだっ こに対す る好 き嫌 い
「お んぶ又はだつ こを され るのは好 きだったか」 を尋ね た。 図 5に 結果 を示す。

お んぶ 、だ っこともに概 ね 「多分 、好 きだった と思 う」 と答 えた一方、「覚 えてい

ない」がお んぶでは 19%、 だっこでは 23%挙 げ られ た。「多分、嫌 いだった と思 う」
はいずれ も挙げ られ なか った。

おんぶ

だっこ

0%          20%          40%          60ヽ           80。。         100%

■多分、好きだったと思う 多分、嫌いだつたと思う 凛覚えていない 口その他

図 5 おんぶ又はだっこされたことに対する好き嫌い

(3)過去 1～ 2年 のおんぶ及びだっこを 目に した経験 について
1)お んぶ又はだつ こを 目に した経験
「過去 1～ 2年 におんぶ又はだっこを している場面 を見たことがあるか」 を尋ね

た。図 6に 結果 を示す。過去 1～ 2年 におんぶを 目に した経験のある者は 51%で あ
ったのに対 し、だっこを 目に した経験 のある者は 89%で あった。 χ2検 定の結果、
有意差が認 められた (p<.001)。 この ことか ら、おんボ を 目に した経験 とだっこを

目に した経験には差があるといえる。

おんぶ

だっこ

図 6

0%       2()'0      40%      60%      80%      100%

■ある驚ない

過去 1～ 2年 でおんぶ又はだっこを している場面を見た経験

2)お んぶ又はだつこを 目に した場所
「おんぶ又はだつこを 目に した場所 は どこだったか」 を尋ねた。

す。だつこ、おんぶの違いに関わ らず、「スーパー等の商業施設」、

車な どの公共交通機 関」が多 く挙 げ られた。

図 7に 結果 を示
「公園な ど」、「電
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10 20 50 60 70

篠公園などで

豪遊園地等の娯楽施設で
lf実習中に保育園などで

―その他

80 100

鰺スーパー等の商業施設で

電ヽ車などの公共交通機関で

‐保育園などの周辺で

璽家庭内で

図 7 おんぶ又はだつこを 目に した場所 (複 数回答 )

3)お んぶ又はだ つこを していた人物
「おんぶ又はだ つこを していたのは誰だった と思 うか」を訪ねた。図 8に 結果 を

示す。おんぶ 、だっ この違 いに関わ らず 、「母親 」が最 も多 く、次いで 「父親 」、「祖

母」の順 に挙 げ られ た。

おんぶ

だっこ

0 20 40 60

回答数 (件 )

120

図 8

躍母親 醸父親 睦祖母 ざ兄姉 ヨ祖父 ・=おじ・おば 鐵その他

お んぶ又 はだ つ こを してい た人物 (複数 回答 )

4)お んぶ又はだ っこの様式
「どの よ うな様式 のおんぶ又 はだ つこを 目に したか」を尋ねた。図 9に お んぶ の

様式の結果 を、図 10に だっ この様式 の結果 を示す。 おんぶでは 「補助具 (ベ ビー

キャ リー)を 使 ったおんぶ」、「素手 に よるおんぶ」が多 く、だっ こでは 「素手によ

る縦だ つこ」、「補助 具 を使 った対面縦だっこ」が多 く挙げ られた。

:::::

0 30      40

回答数 (件 )
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補助具 (ベビーキャリー)を使つたおんぷ

素手によるおんぶ

補助具 (日 本式おんぷ紐 )を使ったお¨

その他

0           20          40

様式             回答数 (件 )

図 9 日に したおんぶの様式 (複数回答 )

60

素手による縦だつこ

補助具を使った対面縦だつこ

素子による横だつこ

補助具(スリング)を使つた横だつこ

補助具を使った前向き縦だつこ

補助具を使った横だっこ

その他

■■■■■

■■■

■■

■

0 50

回答数 (件 )

100

様式

図 10 目に しただっこの様式 (複 数 回答 )

(4)過去 1～ 2年 のおんぶ及びだつこに関す る経験 について

1)お んぶ又はだつこを した経験
「過去 1～ 2年 のおんぶ又はだっこを した経験」を尋ねた。図 11に 結果を示す。

この結果、おんぶは 22%が 、だっこは 54%が 「ある」 と答 えた。 χ2検 定の結果、
有意差が認 め られた (p<.001)。 この ことか ら、おんぶ又はだつこでは過去 1～ 2

年の経験に差がある といえる。

おんぶ

だっこ

0'o 20%      40%      60%      80%      100%

■ある 田ない

過去 1～ 2年 におんぶ又はだつこを した経験図 11

■
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2)お んぶ又はだつこを した相手
「過去 1～ 2年 のおんぶ 又はだつこを した経験」が 「ある」と答 えた者 に 「誰 をお

んぶ又はだつこ したか」を尋ねた。 図 12に 結果 を示す。おんぶでは 「実習 中に関

わった園児」が最 も多 く、次いで「親戚のこども」、「友人の こども」の順 となった。

だっこでは 「親戚 の こども」が最 も多 く、「実習 中に関わった園児」、「友人の こど

も」の順 となった。

おんぶ

だっこ

0 5 10 15

回答数 (件 )

20 25

螢友人のこども

ヽ自分のこども

20

30

実習中に関わつた園児

E近所のこども
日その他

・ 親威のこども

弟妹

図 12 おんぶ又はだつ こを した相手 (複 数回答 )

3)お んぶ又はだつ こを した場所
「どこでおんぶ・ だっこを したか」を尋ねた。図 13に 結果 を示す。おんぶでは
「実習 中に保育園な どで」が最 も多 く、次いで 「家庭 内で」、「公園な どで」の順 と

なった。だっこでは「家庭 内で」が最 も多 く、次いで「実習 中に保育園な どで」、「公

園な どで」の順 となった。

おんぶ

だ つ ヽ

・実習中に保育園などで
鰺公園などで
ロスーパー等の商業施設で
薔その他

25

●家庭内で
撻遊園地等の娯楽施設で

・ 電車などの公共交通機関で

0 5 10 15

回答数 (件 )

30

図 13 おんぶ又はだつこを した場所 (複 数回答 )

ロ
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4)お んぶ又はだ っこの様式
「どの よ うなおんぶ又はだつ こを したか」 を尋ねた。 図 14に おんぶの様式の結

果 を、図 13に だつこの様式の結果 を示す。おんぶでは 「素手によるおんぶ」が多

く挙げ られ た一方 、「補助具 (ベ ビー キャ リー )を 使 ったおんぶ」 は全 く見 られて
いなかった。 だっこでは 「素手による縦だっこ」が非常 に多 く挙 げ られたが、「補

助具を使 った前向き縦だっこ」 と 「補助 具 (ス リング)を 使 った横 だっこ」は全 く

見 られていなか った。

素手によるおんぶ

補助具 (日本式おんぶ紐)を使つたおんぶ

補助具 (ベピーキヤリー)を使つたおんぷ

その他

饉鶴爾議饉麟 艤鶴麟

10         20

回答数 (件 )

(複 数 回答 )

0

様式

図 14 お んぶ の様 式

素手による縦だつこ

素手による横だつこ

補助具を使った対面縦だつこ

補助具を使った横だっこ

補助具を使った前向き縦だつこ

補助具(スリング)を使った横だっこ

その他

■■ロロロ●

:

:

30

0          20          40

様式            回答数 (件 )

図 15 だっこの様式 (複数回答 )

(5)お んぶ及びだつこに対す る考え方 と将来の子育てについて

1)お んぶ又はだつこに対す る考え方
「おんぶ又はだつこをどのよ うな方法だ と考えてい るか」について尋ねた。図 16

に結果を示す。おんぶでは「スキンシップが とれ る方法」、「安心な方法」、「便利 な

方法」などが挙げ られた。だっこでは「スキンシ ップが とれ る方法」、「安心な方法」

に加 えて 「安全な方法」 と考 えられていることがわかった。

31
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おん′St

だつこ

■スキンシップがとれる方法
■便利な方法
■親の体に負担がかかる方法
屋こどもの体に負担がかかる方法
饉見た目が悪い方法
8新しい方法
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20 40 60

回答数 (件 )

懸安心な方法
E安全な方法
口危険な方法
一古臭い方法
■迷惑な方法

その他

0 80 100

図 16 おんぶ又はだつこに対す る考 え方 (複 数回答 )

2)自 分の子育てに関す るおんぶ又はだっ こに対す る考 え方
「自分が子育て をす る とした ら、おんぶ又はだつこを取 り入れ るか」について尋

ねた。 図 17に 結果 を示す。将来の 自分 の子育てに、86%が おんぶ を取 り入れ ると

考 えてお り、98%が だ っこを取 り入れ る と考 えていた ことか ら、将来の子育てには
おんぶ、だ っことも取 り入れ たい と考えていることがわかつた。 χ2検 定の結果 、
有意差が認 め られた (p<.001)。 この ことか ら、おんぶ とだ っこでは 自分の子育
てに取 り入れ るか否か に差があるといえる。

おん Śt

0% 20%         40%1         60%         80%1         100%

●はい 凛いいえ

自分の子育てにおんぶ又はだっこを取 り入れ るか図 17

3)自 分の子育てにおんぶ を取 り入れ ない理 由

(5)2)に おいて、 自分の子育てにおんぶ を取 り入れ ることに 「いい え」 と答 え
た者 にその理 由を尋ねた。図 18に 結果 を示す。「危険だか ら」が最 も多 く挙 げ られ
,_
′、_ 。

■■■

32

だっこ



危険だから

なんとなく

子育てはしないから

他の手段があるから

必要だと思わないから
見た目が悪‐いから

難しいから

親の体に負担がかかるから

面倒だから

こどもの体に負担がかかるから

おんぶ癖がつくと困るから

その他

0246

理由             回答数 (件 )

図 18 おんぶを取 り入れない理 由 (複 数回答 )

4)自 分の子育てに関す るおんぶ又はだっこの利用

自分の子育てにおんぶ又はだつこを「取 り入れ る」と答 えた者 に「自分の子育て

に利用 したいおんぶ又はだっこの様式」について、家庭内 と外出時に分けて尋ねた。

図 19に 利用 したいおんぶの結果 を、図 20に利用 したいだっこの結果 を示す。

おんぶの場合、家庭 内では 「素手によるおんぶ」が多挙げ られ、外出時は 「補助

具 (ベ ビーキャ リー)を 使 ったおんぶ (43%)」 や 「素手によるおんぶ (42%)」 が

多 く挙げ られ た。「補助具 (日 本式おんぶ紐 )を 使 ったおんぶ」は 6%と 少なかった。

だっこの場合 、家庭 内では 「素手による縦だっこ」、外 出時は 「素手による縦だつ

こ」や 「補助具を用 いた対面縦だっこ」が挙げ られた。

家庭内

外出時

100%OQ。 20%         40%         60%         80%

■素手によるおんぶ
薔補助具 (ベビーキヤリー)を使つたおんぶ
E補助具 (日本式おんぷ紐)を使つたおんぶ
経おんぶはしない
篠その他

図 19 自分の子育てに利用 したいおんぶの様式
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5)お んぶ又はだつこ補助具の使い方を教えてもらお うと思 う人物
「おんぶ又はだっこ補助具の使い方を教わるとした ら、誰に教わるか」を尋ねた。

図 21に 結果を示す。おんぶ、だっこに関わ らず、圧倒的に 「母親」が多 く挙げら

れた。

家庭内

外出時

0%          20%

・ 素手による縦だつこ

●補助具(スリング)を使つた横だつこ

口補助具を使つた対面縦だつこ

難だっこはしない

おんぷ

だっこ

60%        8()%        100%

目素手による横だっこ

豊補助具を使った横だっこ

補助具を使った前向き縦だっこ

その他

100

●母親
澪ネット
■兄弟姉妹
E義両親
すでに自分でできる

40%

藤取扱説明書
―̀店員
父ヽ親
■子育て雑誌
その他

■友人
口教わることはない
餞夫・妻
Z祖父母

図 20 自分の子育てに利用 したいだっこ

20 40 60 80

回答数 (件 )

議
「S
7z多

0

図 21 おんぶ又はだっこ補助具の使い方を教えてもらお うと思 う人物

4.お わ りに
子守帯 を用 いたお んぶ を家庭科教育の体験的学習の教材 として開発す ることを

目的 とし、ここでは、将来の子育て世代 となる大学生を対象におんぶ及びだっこに

関す る経験な どについてのアンケー ト調査か ら、その必要性 について検討 を行 った。

その結果、大学生には概ね 自分 自身がおんぶ を して もらった記憶があ り、自分の

子育てに もおんぶを取 り入れたい と考 えていることがわかった。その一方で、おん

ぶ を 目にす る機会 もおんぶ をす る機会 にも恵まれていなかった。運 よくおんぶ をす
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る機会に恵 まれた者 であって も「実習 中に関わった園児」を相手に していることが

多かった ことか ら、学校教育でその場 を提供 しなけれ ばおんぶ をす る機会はなかっ

た ことが示唆 された。また、大学生は家庭 内で 「素手 によるおんぶ」を利用 したい

と考 えてい ることもわかった。 しか しなが ら、「素手 によるおんぶ」 は子 ども自身

が 自分の手足で しっか りとつかまることができる ことが条件 となる。自分 自身の手

足でつかま る力を十分 に備 えていない乳児 を、負ぶ う人の腕 だけで支 え続 けるのは

困難であろ う。子育ての場面では泣 き上 まない乳児 をあや しなが ら家事 をす る場面

が よく見かけ られ ることか ら、家庭内でのおんぶ として子守帯 を用いたおんぶ を教

える必要がある と考 え られた。特に 「日本式おんぶ組 を使 ったおんぶ」は乳児 と負

ぶ う人 とは密着す る度合いが高い と考 え られ るとともに、乳児 と負ぶ う人 はほぼ同

じ視点で周 囲を眺めることができるため、乳児 に家庭内での出来事や社会 に関心 を

もたせやすい と思われ る点か ら有意義である と推察 された。さらに、多 くの大学生

は 「母親」に補助具の使い方 を教 えて もらお うと考 えてい ることがわかった。 もち

ろん、大学生 自身の 「母親」に教 えて もらうことができれ ば問題はないだろ う。 し

か しなが ら、居住地間の距離や親子関係 の問題 な どか ら、子育て を「母親」がいる

環境 で行 えるとは限 らない。また、晩婚化 によって 「母親」世代の子育て期 間 とは

時間的な隔た りが大 きくなってい ることか ら、補助 具の様式が変化 していることも

考 え られ 、「母親」の経験 に頼 ることができるか ど うかは未知数 である。

これ らの ことか ら、将来、子育てに取 り組むであろ う世代 には、子育てに直面す

る前 に、保育領域 を担 う家庭科教育の中で子守帯 を使 ったおんぶ を教 えてい く必要

性があると考え られ た。
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